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に登場するキャラクターの開眼度を 0%, 25%, 50%, 75%, 100%の 5段階で定義することに
した．
開眼度評価の際に参加者は，図 3.2を，開眼度を測る客観的指標として使用した．この図
は Akroutら [23]によるものを改変して使用した．開眼度の評価方法は，第 3.3.2項におい
て言及する．
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図 3.3: 開眼度別 映像個数のヒストグラム
3.3.2 評価方法
開眼度評価には，全体で 5名の晴眼者（男性 3名，女性 2名）が参加した．参加者はパー



















映像 id 切り出し時間 キャラクター シーン概要 開眼度
1 00:10:52:26 ～ 00:10:57:27 アナ エルサの部屋を尋ねるアナ 2.2
2 00:16:04:20 ～ 00:16:05:20 アナ 城を飛び出すアナ 5.0
3 00:18:05:28 ～ 00:18:07:14 アナ ハンス王子にはにかむアナ 5.0
4 00:19:23:10 ～ 00:19:26:04 エルサ 戴冠式で緊張するエルサ 3.8
5 00:19:34:24 ～ 00:19:37:02 エルサ 戴冠式で緊張するエルサ 4.6
6 00:22:11:28 ～ 00:22:14:22 アナ エルサとアナの久しぶりの会話 3.8
7 00:22:14:23 ～ 00:22:18:08 エルサ エルサとアナの久しぶりの会話 3.8
8 00:22:18:08 ～ 00:22:19:20 アナ エルサとアナの久しぶりの会話 3.8
9 00:23:14:04 ～ 00:23:17:09 アナ ハンス王子と会話するアナ 4.0
10 00:23:23:29 ～ 00:23:25:07 アナ ハンス王子と会話するアナ 4.0
11 00:23:26:26 ～ 00:23:30:71 アナ ハンス王子と会話するアナ 4.0
12 00:23:26:26 ～ 00:23:37:20 アナ ハンス王子と会話するアナ 3.4
13 00:23:39:26 ～ 00:23:44:18 アナ ハンス王子と会話するアナ 4.0
14 00:25:33:08 ～ 00:25:34:23 アナ ハンス王子にプロポーズされるアナ 4.8
15 00:26:01:08 ～ 00:26:02:25 エルサ 結婚の報告を聞いて驚くエルサ 5.0
16 00:26:03:24 ～ 00:26:05:09 エルサ 結婚の報告を聞いて驚くエルサ 3.2
17 00:26:13:01 ～ 00:26:13:27 エルサ 結婚の報告を聞いて驚くエルサ 4.4
18 00:26:21:21 ～ 00:26:25:03 エルサ アナを説得しようとするエルサ 3.8
19 00:26:26:24 ～ 00:26:29:25 エルサ アナを説得しようとするエルサ 4.4
20 00:26:33:26 ～ 00:26:37:20 エルサ アナの結婚を認めないエルサ 3.0
21 00:26:39:20 ～ 00:26:41:15 エルサ アナの結婚を認めないエルサ 3.0
22 00:26:44:24 ～ 00:26:49:14 エルサ アナの結婚を認めないエルサ 4.0
23 00:27:02:01 ～ 00:27:05:24 アナ エルサに説得を試みるアナ 3.0
24 00:27:05:25 ～ 00:27:08:20 エルサ アナに城を去ることを伝えるエルサ 3.6
25 00:27:08:21 ～ 00:27:10:25 アナ エルサに訴えかけるアナ 3.6
26 00:27:13:15 ～ 00:27:15:29 アナ エルサに訴えかけるアナ 3.8
27 00:27:29:25 ～ 00:27:31:18 エルサ 隠していた力を出してしまうエルサ 5.0
28 00:27:37:25 ～ 00:27:39:15 アナ 驚くアナ 5.0
29 00:28:46:13 ～ 00:28:48:03 エルサ 逃げようとするエルサ 4.6
30 00:32:38:03 ～ 00:32:44:08 エルサ Let it GO 4.4
31 00:34:37:00 ～ 00:34:43:18 エルサ Let it GO 3.4
32 00:39:47:05 ～ 00:39:50:03 アナ クリストフを説得するアナ 4.2
33 00:40:34:13 ～ 00:40:41:14 アナ クリストフに状況を説明するアナ 3.2
34 00:40:59:18 ～ 00:41:05:02 アナ クリストフに状況を説明するアナ 4.2
35 00:41:15:11 ～ 00:41:17:29 アナ クリストフに状況を説明するアナ 4.6
36 00:41:27:29 ～ 00:41:29:07 アナ クリストフに状況を説明するアナ 3.2
37 00:41:30:11 ～ 00:41:32:29 アナ クリストフに状況を説明するアナ 3.6
38 00:41:35:13 ～ 00:41:38:29 アナ クリストフに状況を説明するアナ 3.8
39 00:55:14:15 ～ 00:55:16:18 エルサ 昔のことを思い出すエルサ 2.6
40 00:55:21:01 ～ 00:55:22:29 エルサ 昔のことを思い出すエルサ 5.0
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表 3.2: 映像一覧-2
映像 id 切り出し時間 キャラクター シーン概要 開眼度
41 00:56:12:10 ～ 00:56:17:17 エルサ アナに去って欲しいと頼むエルサ 3.8
42 00:56:49:05 ～ 00:56:50:14 エルサ アナから真実を聞いたエルサ 3.8
43 00:57:02:16 ～ 00:57:04:28 アナ エルサに帰ろうと説得するアナ 4.2
44 00:58:01:18 ～ 00:58:06:10 エルサ アナを追い出そうとするエルサ 2.4
45 00:58:10:00 ～ 00:58:11:22 エルサ アナを追い出そうとするエルサ 2.2
46 00:59:31:20 ～ 00:59:33:03 アナ クリストフと協力するアナ 3.2
47 01:01:39:01 ～ 01:01:42:11 アナ エルサを説得できず焦るアナ 3.8
48 01:01:42:11 ～ 01:01:43:14 アナ エルサを説得できず焦るアナ 4.8
49 01:01:59:20 ～ 01:02:02:15 アナ 髪色が変わったことに気づくアナ 4.4
50 01:03:35:25 ～ 01:03:39:00 アナ クリストフの話を聞くアナ 4.4
51 01:04:30:20 ～ 01:04:32:09 アナ トロールに出会うアナ 4.8
52 01:04:41:26 ～ 01:04:43:05 アナ トロールに出会うアナ 5.0
53 01:05:04:28 ～ 01:05:05:68 アナ トロールに出会うアナ 3.4
54 01:05:05:68 ～ 01:05:07:08 アナ トロールに出会うアナ 4.8
55 01:06:48:00 ～ 01:06:48:28 アナ クリストフに微笑むアナ 4.2
56 01:07:36:04 ～ 01:07:40:29 アナ トロールの話を聞くアナ 4.8
57 01:13:02:25 ～ 01:13:07:00 エルサ 鎖で繋がれたエルサ 2.0
58 01:13:09:28 ～ 01:13:12:27 エルサ 鎖で繋がれたエルサ 3.0
59 01:13:17:29 ～ 01:13:29:13 エルサ 鎖で繋がれたエルサ 4.8
60 01:15:26:03 ～ 01:15:28:29 アナ ハンスを見つめるアナ 3.6
61 01:16:12:04 ～ 01:16:13:22 アナ ハンスを見つめるアナ 4.4
62 01:16:45:06 ～ 01:16:47:09 アナ ハンスを睨みつけるアナ 3.2
63 01:20:37:24 ～ 01:20:41:12 アナ オラフと話すアナ 3.8
64 01:21:12:05 ～ 01:21:13:25 アナ オラフと話すアナ 4.2
65 01:21:17:00 ～ 01:21:19:03 アナ オラフと話すアナ 3.6
66 01:21:47:05 ～ 01:21:49:29 アナ オラフと話すアナ 4.0
67 01:23:16:13 ～ 01:23:18:09 アナ 吹雪の中を歩くアナ 1.6
68 01:24:48:14 ～ 01:24:50:18 アナ 吹雪の中を歩くアナ 1.0
69 01:25:23:16 ～ 01:25:28:10 エルサ 放心状態になるエルサ 5.0
70 01:26:08:19 ～ 01:26:11:22 アナ エルサの元へ行くアナ 3.4
71 01:26:39:03 ～ 01:26:41:17 エルサ 泣くエルサ 2.2
72 01:27:54:09 ～ 01:27:55:09 アナ 魔法が解けていくのを見るアナ 3.4
73 01:27:54:09 ～ 01:27:56:02 アナ 魔法が解けていくのを見るアナ 5.0
74 01:31:24:29 ～ 01:31:26:20 エルサ 満足そうなエルサ 4.8























































図 4.1: 感情判別タスクの際に用いた Russellの円環モデル
4.6 刺激映像
被験者実験に用いた刺激映像は，開眼度評価において用いたものと同様である．それぞ










































































































































































ある．pは開眼度の値を表す．この図においては，(1)の散布図は開眼度が 2.0以下 (∼ 25%)
18
の映像，(2)の散布図は開眼度が 2.0から 3.0以下 (25% ∼ 50%)の映像，(3)の散布図は開








































75個の映像は，映画の本来の長さ 1時間 49分を考慮するとほんの 1部である．被写体の
サイズをクローズアップだけでなく，バストアップも含むことにすれば，映像刺激の量が増
19





(4) 4 < p ≤ 5(3) 3 < p ≤ 4
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（映画館	 ・	 自宅	 ・	 その他） 
 
3.2  3.1 で「映画館」と答えた方におたずねします。映画館で映画を見る際に，何を重要視
していますか？また，座席選択の際にどの辺りに座ることが多いですか？ 
3.3  3.1 で「自宅」と答えた方におたずねします。自宅で映画を視聴する際の環境を教えて
ください。（ディスプレイの大きさなど） 
















2． 感情判別タスクは難しかったですか？（	 はい	 ・	 いいえ	 ） 
3． 「はい」と答えた場合，どのように難しかったか自由に記述してください。 
 
5. 実験，映像刺激，その他について，感想や意見を自由に記述してください。 
 
 
アンケートは以上です。 
ありがとうございました。 
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